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フ
シ
ー
ー
フ
セ

鎌
倉
と
見
る
も
の
も
あ
り
、
平
安
初
期
と
見
る
も
の

も
あ
る
0
.

フ
シ
ミ
シ
ン
伏
見
新
石
川
郡
白
樫
庄
に
臨
す

る
邸
務
。
も
と
伏
見
か
ら
出
た
の
で
あ
ら
う
が
、
今

は
伏
見
新
の
み
で
伏
見
が
な
い

0
4
ヤ
マ
ジ
ナ
山

科
。

谷
市
の
感
隠
寺
等
が
、
悲
回
宗
の
名
を
以
て
之
を
鼓

吹
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
官
時
金
禅
に
あ
っ
て
不
受

不
施
を
主
張
す
る
も
の
に
、
本
提
寺
・
本
長
寺
・
妙
法

寺
・
本
光
寺
・
安
立
寺
・
本
性
寺
・
妙
感
寺
が
あ
っ
た

が
、
務
は
五
周
廿
四
日
是
等
諮
寺
に
命
じ
て
羽
咋
郡

溺
谷
妙
成
寺
に
鴎
せ
し
め
た
腕
、
諸
寺
は
直
に
之
に

従
う
た
。

プ
ジ
ヨ
ウ
舞
紋

J
ヲ
グ
-
フ
プ
ジ
ヨ
ウ
小
倉

錦
杖
。フシ
ョ
ウ
サ
イ
セ
イ
ア
ン
セ
イ
カ
ア
ン
シ
ユ
ギ
ヨ

ウ
ジ
ヨ
ウ
不
生
蔚
政
安
静
家
庵
主
行
獄
一
容
。

亭
保
八
年
沙
門
古
仙
悼
の
撰
。
金
・
探
町
人
中
田
庄
三

郎
の
組
先
政
安
の
行
伏
密
で
あ
る
。

フ
シ
ョ
ウ
ジ
普
正
寺
石
川
郡
大
野
庄
に
屈
す

る
部
跡
的
。

フ
シ

εテ
イ
伏
見
邸
文
政
三
年
限
臣
秀
吉
が
一

伏
見
城
を
築
き
、
十

n十
六
日
袈
築
第
か
ら
こ
L
に一

移
っ
た
。
是
を
以
て
諸
侯
皆
邸
を
こ
の
地
に
桃
へ
た
一

が
、
前
田
利
家
の
住
ん
だ
腕
は
商
，
丸
の
下
に
あ
っ
一

て
、
利
長
の
mmも
亦
之
と
樹
孤
び
、
そ
の
閥
僅
か
に
一

僻
原
康
政
の
館
を
挟
む
だ
け
で
あ
っ
た
o
後
又
利
家
一

の
下
屋
敷
を
伏
見
河
端
に
賜
は
っ
た
が
、
四
年
七
周
一

盟
臣
秀
次
の
姥
ず
る
に
及
び
、
秀
吉
は
利
家
に
そ
の
一

泊
簡
を
奥
へ
、
利
家
之
に
移
り
住
ん
だ
。
問
年
八
周
一

サ
九
日
明
の
潜
暖
将
軍
沈
惟
敬
を
饗
し
、
慶
長
二
年
一
フ
ジ
ヨ
-
一
ン
ユ
ラ
イ
キ
扶
助
人
由
来
記
↓
カ

四
周
二
日
及
び
九
用
某
日
に
秀
育
の
臨
ん
だ
の
も
、
一
ノ
ウ
エ
ッ
ト
ウ
フ
ジ
ヨ
ニ
リ
J

ユ
ラ
イ
キ
加
能
越
等

皆
此
の
邸
で
あ
る
。
三
年
入
居
十
八
日
秀
吉
伏
見
に
一
扶
助
人
間
来
記
。

施
じ
、
四
年
正
周
十
一
日
子
秀
籾
の
大
坂
に
移
る
に
一
フ
シ
ン
カ
イ
シ
ヨ
普
鵠
曾
所
御
轡
繍
翠
行
の

及
び
、
利
家
も
亦
随
う
て
彼
の
地
に
赴
い
た
が
、
伏
一
役
所
で
あ
る
o
御
普
総
曾
腕
は
始
め
蓮
池
の
綴
き
に

見
邸
は
向
依
然
と
し
て
存
続
し
た
。
関
守
原
役
後
、
利
一
在
っ
た
ら
し
い
が
、
後
に
大
手
町
の
末
な
る
黒
梅
屋

長
は
伏
見
邸
を
解
い
て
材
を
封
闘
に
漣
搬
し
、
医
長
一
一
備
の
締
爪
商
方
に
移
縛
し
た
。
明
治
ご
年
版
籍
奉
謹

十
四
年
高
岡
城
建
築
の
際
之
を
組
立
て
た
が
、
十
九
一
の
際
、
御
礎
前
曾
腕
を
援
し
て
そ
の
建
物
を
接
賓
館

年
利
長
路
じ
て
隠
城
と
な
っ
た
の
で
、
再
び
そ
の
智
一
と
殴
稽
L
、
一
二
年
叉
紳
諮
寺
の
致
謹
館
を
こ
L
，
に
移

院
を
移
し
て
、
御
旋
回
腿
の
用
に
供
し
た
。
一

L
、
六
年
入
用
共
立
枇
と
穂
す
る
銀
行
を
起
し
た
。

プ
シ
品
ウ
プ
ン
ゾ
ウ
キ
武
州
支
援
記
一
加
。
一
フ
シ
ン
ガ
イ
シ
ヨ

F
ウ
グ
ト
ト
ノ
へ
プ
ギ
ヨ
ウ

務
士
徳
間
太
郎
兵
衛
が
、
延
貸
六
年
前
問
綱
紀
の
命
一
曲
目
鯖
曾
所
議
具
調
奉
行
御
曹
総
曾
腕
道
具
調
奉
行

に
よ
っ
て
、
武
州
浦
和
附
涯
の
文
磁
村
の
枇
寺
に
あ
一
の
初
は
詳
か
で
な
い
が
、
御
定
番
に
普
抑
制
道
具
按
奉

る
古
記
録
を
捜
査
し
た
時
の
紀
行
で
あ
る
。
一
行
蹄
藤
市
左
衛
門
・
謹
悶
消
助
の
見
え
る
の
が
、
こ
の

フ
ジ
ユ
フ
セ
ハ
不
受
不
穏
源
元
総
四
年
四
周
一
磁
の
初
名
で
あ
ら
う
。

サ
七
日
議
附
は
日
蓮
宗
に
し
て
不
受
不
施
を
唱
ふ
る
一
フ
シ
ン
ガ
イ
シ
ヨ
ド
ウ
グ
ワ
タ
シ
プ
ギ
ヨ
ウ
普

こ
と
を
厳
禁
し
た
。
こ
れ
は
先
に
一
た
び
禁
じ
た
こ
一
鎗
曾
所
道
具
渡
奉
行
其
の
初
は
詳
か
で
な
い
が
、

と
が
あ
る
が
、
小
擦
の
誕
生
春
、
碑
文
谷
の
法
華
寺
、
一
一
民
治
コ
一
年
前
保
源
助
の
勤
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
箆

七
二
二

文
十
一
年
入
居
堀
悶
源
助
、
延
費
六
年
十
周
静
子
回
一

牛
之
助
が
之
に
任
じ
た
後
述
締
し
、
事
保
末
年
に
は
一

二
人
と
な
っ
た
。
安
永
四
年
一
一
一
輪
元
右
衛
門
命
ぜ
ら
一

れ
て
道
具
鵡
奉
行
か
ら
之
を
粂
ね
、
九
年
十
周
そ
の
一

緒
役
後
常
に
御
曹
都
道
具
調
奉
行
よ
り
の
衆
取
と
な
一

っ

た

。

一

フ
シ
ン
ガ
イ
シ
ヨ
ヨ
コ
メ
普
詰
曾
所
横
目
御
一

蹴
阿
部
曾
所
横
目
の
始
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
往
古
杉
一

野
義
三
郎
・
小
川
孫
助
の
こ
れ
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
一

る
。
寛
文
四
年
に
は
紳
保
源
助
、
元
機
十
七
年
に
は
一

中
村
庄
臓
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
一
人
充
勤
務
し
た
。
一
フ
セ
日
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
臥
行
者
元
亨
様
替
に
泰

フ
シ
ン
ギ
ン
普
鵠
銀

4
ヤ
タ
ギ
y

役
銀
。
一
澄
の
門
下
臥
行
者
を
、
能
菅
島
の
震
と
す
る
の
で
、

プ
シ
ン
サ
イ
シ
キ
武
紳
祭
式
一
冊
。
水
野
三
一
そ
れ
に
就
い
て
騒
々
の
僻
説
が
生
ま
れ
て
腐
る
。
能

春
の
務
。
武
道
の
守
龍
神
と
、
そ
の
祭
器
・
跡
供
等
一
菅
名
跡
志
に
、
『
共
音
泰
澄
大
師
の
御
揚
子
臥
り
の
行

の
こ
と
を
も
述
べ
、
紳
前
装
飾
の
闘
を
も
附
し
た
も
一
者
は
、
此
烏
の
踏
の
人
に
て
、
元
亨
糠
啓
一
宮
、
大
貨

の

で

あ

る

。

一

二

年

有

z
少
沙
粛
-
自
=
能
登
島
-
来
調
云
々
、
臥
-
一
言

フ
シ
ン
プ
ギ
ヨ
ウ
普
鵠
憲
行
御
暫
総
曾
腕
の
一
袈
一
澄
名
鎚
z

臥
行
者
-
と
あ
り
。
此
行
者
の
母
の
住

奉
行
で
、
城
郭
の
石
垣
・
惣
檎
御
掘
筋
・
道
路
橋
梁
の
一
め
る
腕
を
祖
母
Y
捕
と
云
ひ
て
、
兵
擦
と
云
う
て
今

如
き
土
工
に
関
す
る
こ
と
を
掌
り
、
建
築
笹
織
は
御
一
に
あ
り
。
此
ふ
せ
り
の
行
者
は
朝
市
制
限
り
前
押
し
て
競

作
事
奉
行
、
漉
読
用
水
は
定
検
地
奉
行
の
職
務
で
あ
一
衡
あ
り
。
常
に
住
み
け
る
腕
を
関
村
と
云
ふ
。
股
島

っ
た
。
御
暫
抑
制
奉
行
の
初
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
寛
一
と
て
捌
脅
蛍
あ
り
。
昔
は
大
築
寺
と
て
あ
り
し
に
今

文
中
鈴
木
孫
左
衛
門
・
別
所
勘
左
衛
門
・
杉
山
市
丞
・
一
は
寺
な
し
。
此
蹴
脅
は
、
臥
の
行
者
の
鉢
の
子
の
中

氏
家
内
藤
允
の
名
見
え
、
高
治
二
年
に
近
藤
新
左
衛
一
に
税
脅
の
像
あ
り
と
去
へ
り
。
簸
像
に
て
奇
瑞
あ
り
。

門
・
津
田
次
郎
左
衛
門
、
鹿
安
元
年
に
は
宮
崎
太
左
一
叉
元
亨
線
番
目
、
逢
=
北
海
租
飴
一
飛
v
鉢
乞
v
供
云
々
。

衛
門
・
熊
谷
久
右
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
寛
文
以
降
謹
一
是
臥
の
行
者
の
鉢
の
子
飛
行
し
て
抑
泊
舟
に
供
物
を

綿
し
、
そ
の
頃
は
.
四
人
も
鹿
た
が
、
元
縁
年
中
か
ら
一
乞
ふ
。
共
至
る
舶
の
者
共
供
物
を
奥
へ
し
と
也
。
或

=
一
人
と
な
っ
た
。
叉
御
曹
繍
曾
腕
下
裁
許
が
あ
っ
て
一
時
出
羽
閥
公
米
千
石
積
み
し
舟
此
神
を
迫
。
し
に
、

-

守

え

晶

V
M
F

之
に
毘
L
た

。

一

此

鉢

の

子

来

り

け

れ

共

、

上

乗

せ

し

帯

定

と

云

ふ

者

フ
ジ
ン
ヤ
シ
ナ
ヒ
グ
サ
婦
人
護
草
十
加
。
貞
一
一
靴
も
ゆ
る
さ
ず
あ
O
L
に
、
千
石
の
般
市
の
米
忽

事
三
年
村
上
武
右
衛
門
著
。
婦
人
三
従
の
数
よ
り
、
一
ち
慮
空
へ
飛
行
。
此
事
を
臥
の
行
者
へ
浮
定
な
げ
き

行
事
言
穏
等
に
関
す
る
数
制
、
和
漢
の
貞
女
烈
締
の
一
け
れ
ば
、
行
者
の
日
〈
、
共
米
務
師
へ
掠
げ
し
也
、

例
等
を
母
げ
た
も
の
。
自
序
自
肢
が
あ
る
。
著
者
は
一
石
動
山
へ
行
き
我
郎
に
共
事
を
申
べ
し
と
あ
り
け
れ

加
賀
務
士
に
し
て
=
一
百
石
を
受
け
、
元
機
四
年
麗
し
一
ば
、
海
定
山
上
し
け
る
に
、
石
動
山
の
講
堂
の
前
に

• ! 

た
人
。フ
ス
イ
不
陸

4
ツ
チ
ダ
フ
ス
イ
土
問
不
眠
。

フ
セ
コ
ハ
ツ
シ
ョ
ウ
コ
ウ
布
勢
湖
八
勝
考
一

加
。
宮
間
最
周
務
。
越
中
凶
古
凶
府
勝
興
寺
の
住
償

問
郁
が
、
高
紫
集
の
諮
蹴
申
か
ら
布
勢
湖
・
一
一
上
山
・

霊
姉
崎
・
多
胡
浦
・
古
江
村
・
乎
布
崎
・
有
磁
渡
・
日
水

江
の
八
勝
を
銀
ん
で
、
そ
の
闘
を
原
在
中
に
、
題
詠

を
京
師
の
指
紳
に
求
め
た
が
、
文
化
六
年
更
に
景
胤

に
地
誌
的
に
そ
の
考
認
を
求
め
た
の
が
本
替
で
あ

る。
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